






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 八 塩 道 の 塩 の 八 百 会 に 坐 す 速 開 つ ひ め と い ふ 神 、
持 ち か か 呑
み （ 可 可






っ こ と 遠 み
天伝ふ（天伝）日の暮 れ ぬ れ ば
白 た




そ が ひ に 見 ゆ る
神 な が ら
ぁ ょ
干 重 を 押 し 別 け
天そそり（安 麻 曾 、 理 ）
別 く こ と も な く ー （ 万 紫 集 ・ 巻 十 七 • 四 0 0 三 ）
初めの時の
大船の
い か さ ま に







神 の 腺 の
症 知 ら す ： ・ さ 雄 鹿
の
霧らふ
し ぐ れ を 疾 み
さ に つ ら ふ （ 狭 丹 頬 歴
）
















⑤天昂の神の宮人と こ ろ づ ら い や 常 し く に （ 常 敷 ホ ） 我 か へ り
妻呼ぶ秋は




踏 ま え て 詠 ま れ て い る 。 倒 都 の 挙 が 失 敗 し 、 正 暦 元 年 （ 元 弘 二 年
·
二 二 三 二 ） 後 酸 醐天皇が隠岐 に 流 さ れ て
から、
世 の 中 は 光 を 失 い
永久に暗間になったような状態であった
が、





三 三 ） 閏 二 月 二 十 三 日 、
後 醍 醜 天 皇 は 阻 岐 を 脱 出 し 伯 誓




一 族 と 共 に 戦
って隠岐
守 護 ·
佐 々 木 消 高 ら の 追 跡 軍 を 繋 退 し た 。
そ の 際 、
長 年 は 、









そ の よ う に 決 死 の 覚 悟 で 戦 い 後 醍 蕨天
良の都への 帰 遥 、




声 は 永 遠 に 失 わ れ る こ と は な い と し な が ら
も 、
そ の 後 、
名和氏が滅んだこともあり、
名 和 村 は 今 は す っ か り
寂 れ て い る こ と を 歎 い て い る 。
そして、
今 で は 往 半 を 偲 ば せ る よ
す が も な く 、




重 綾 は 郷 土 の 忠 臣 ・ 名 和 長 年 の 事 蹟 が 忘 れ ら れ て い る こ と を
追
撼 に 思 い 、
万 延 元 年 ( - 八 六 0 ) 三 五 歳 の 時 そ の 子 孫 を 筑 後 柳 川
に 訪 ね 、
名 和 家 伝 来 の 古 文 世 を 調 査 し て い る 。
翌年には江戸に名
和 氏 の 支 族 増 井 氏 を 訪 ね 、 文 久 二 年 ( - 八 六 二 ） に 成 っ た の が 「
名
和 氏 紀 事 』 で あ る 。 名 和 長 年 勤 皇 の 義 挙 を 顕 彰 し た こ の 書 物 が
藩
主 池 田 吸 徳 の 歓 心 を 買 い 、
狐 綾 は 翌 文 久 三 年 ( - 八 六 三 ） 鳥 取 滞
の 溜 校 国 学 教 授 と し て 登 用 さ れ る こ と に な る の だ が 、





一 族 の 焔 趨 な ど を 詳 し く 考 証 し て い る 。
その事踪調査の
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ねさへぞ路は上の
うらや
ましきに
秋風の
おどろかしける
事もみせしめ
人の子の
こ、ろゆく
牲ると明くと
つかふる れば
吾母も
かく そま
＜ぃ
③
さめ
後の悔は
すべなきものと
そこもふに
胸安から
天放る
速き境に
こ、ろのみ
つかふる夢の
かよひ
こと
④
たえずあれども
言とはん
よしもさねなく
人の
寒き此ころ
遠津人
雁が
ず
まで わざを手ぶり
ふくば
びせい
．｀
＂
福羽美静、
此頃故郷の父母をこなたへうつろひすませて、
いとまめやかにつかふるよしを聞きて、
おのれも故郷に
と
じ
おきたる母刀自の事の常にこ：ろにか、れるが、
さらに
おもひ出ら 、ま、に、
独ごとによめる
父まさば
しかぞ仕へん
母しあらば
かくぞせましと
人
皆の
後のくい酋
大方は
かひこそなけれ
かひありて
親おもふ人の
膝のへに
今もつかへて
移り行く
つ＂
①
告もかたらひ
あらたよの
めづらしきねもごろに
世の事叶
経験が、「蛾闘集」の後醍聞天皇や名和長年関述の長歌に影袢し
[U-
ているのは興味深い。
六人
情を詠んだ長歌
「蛾園集
j
の長歌には、
門脇狐綾と家族や親しい人物
との交流
をうかがわせるような作もある。
え行かむとnl
（新世）の
大宮すらを
大和の国は1万代に栄頻めりし
奈良の都を
事にしあれば
大君の
引きのまにま
に春
花の
うつろひ変はり1（万菜集・巻六·10四七）
ぁ2
ざか
0
な
②天離る部に五年住まひつつ都のてぶり（美夜故能提夫利）忘
れらえにけり（万業集・巻五・八八0)
へな
③
かき数ふ
二上山に
神さぴて1越え隔りなば
恋しけく
999999999999 
日の長けむそ
そこ思へば（則許母倍婆）
心し痛し1（万
策集・巻十七•四00六）とり
④鶏が鳴く束をさしてふさへしに行かむと思へどよしもさねな
し（与之母佐祢奈之）（万菜集・巻十八•四
l
＝二
）
胴掛にある福羽美静（天保二年(-八八一）i明治四0年（一
九0七））は、
泄和野藩出身の国学者・官僚で、
明治維新以後は
これみ
藩主亀井荘監を助けて新政府の神紙政策を推進した人物である。明治元年(-八六八）三月、神祇事務局権判事となり、同三年（一八七0)神祇少副に任ぜられ、
当時神祇大祐であった門脇匪綾等
[2-
と共に神祇行政の主流派を形成していた。
この長歌はおそらくその頃詠まれたものと思わ
れ、
福羽美静が
（参考）
①やすみしし
思へ し我が大君の
たかし高敷かす
（蛾園集・一
九五）
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最近郷里の父母を東京に移住させ大切に仕えていることを聞いて、直綾が故 に残した母親を偲ぴ孝行が思いのままにならぬ切ない心情を詠んだ歌である。十三歳で父親を亡くした
重綾は、
母親へ
の愛情が殊に深かったが、
島取浙に仕えるようになってからは掃
郷の暇もなく、
朕応二年(-八六六）正月一日、
在任中の京都か
”ァらり
h
ら母親を思って詠んだ「足千根をいはふこ、ろは都よりけさたっ春にたぐへてぞやる」（護園集・ニ）と
いう歌がある。
維新後も、
新政府 徴用され多忙を極めた痙綾 は
上司の福羽美静が父母
を東京に引き取り孝養を尽 すさまが非常に羨ましく見えたのであろう。
親が亡くなってから、
もっと孝行をしておけば
よかった
というのは世間の人がよ
くいうことであるが、
大体は首っても仕
方のな ことである。
わが母を思い出しても後悔はしたくないも
のだと思うが、
現実には直接母親を訪れて話をする手立てもなく、
この頃の秋風の寒さが身にしみ
る。
思う人からの手紙を携えて飛
来するという雁の嗚く声 開けば
、ま
して母親が偲ばれてならな
い、
という思いを詠んでい
る。
「崚園集」の長歌に
は、
万延元年(-八六0)、
璽綾が母親の六
十賀を祝い老人達を集めて酒宴をしたときの歌
(l
七九歌）があ
り、
また友人の飯田年平が貧乏を嘆いて詠んだ五十首歌に和した
歌(―10三歌） 親しかった宮原絞との
離別を惜しんで詠んだ歌（ニ
0五）などもあって、
人梢に淳＜折に触れて真情を長歌に託して
歌った重綾の姿をよく伝えているように思われる。
七結
びに代えて
これまで門脇狐綾の詠
歌の特質をなす長歌について、
テーマ毎
に取り上げ考
察してきた。
以下、
その結果を簡単にまとめつつ、
稿者なりの展望を示してみたい。第二節で考察したように、
門脇
廊綾は長歌に秀で、
好んで詠むだけでなく、
家集の三分の一の歌
数を長歌が占めるという、
歌人としてはやや特異なあり方を示し
ていた。
このように、
皿綾が
長歌に特に熱心であった理由はどこ
に求められるのだろうか。
第三節の「正述・心緒歌」は怒末の作とみら
れ、
韮綾の尊皇憂国
の興惜が歌われていた。そこでは、
外夷の圧力に抗しかねて開国
し、
屈辱的な不平等条約を結ぶに至った都府の対応に対する伯慨
が吐露され、
一方でわが国は神代以来武を勅ぶ国柄であっ とす
る国体観が示されていた。
重綾にとって長歌は、
こうした尽きぬ
真情や自らの思想を盛る器とし 最適な
ものであったと思しく、
そのためにこそ
長歌と
いう表現形式が選ぴ取られていたように思
われる。
これは、
第四節の「千酌補」の歌も同様で、
自然詠がただ景物
の描写にとどまらず、
後醍淵天皇の隠岐配流のように、
実際にそ
の地にあった史実をも諏ねて諾るところに誼綾の意図があったと
016) 
見られ、
特に忠君愛国の性格の弥い歴史上の人物や事柄への関心
は顕著である。後醍醐天皇関連の長歌と ては
一六八歌が後醍
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閲とその皇女・珀子内親王の悲遥の境涯を叙
し、
二0四歌「正平
碑歌」・ニ0六歌「拝咋後戯醐天皇ー御影→作ル歌」等も後醍醐
天
品を歌って
いふ
。第五節の「秋
1
日過ず名和村ノ荒墟→恨然トシテ作ル
歌
j
は名和長年の船上山の戦いを扱っていたが、
一七八歌「名和
伯者守侃刀歌」も長年を歌っており、
一八三歌は重綾が筑後柳川
で名和長靖（名和氏の末裔）に送った長歌である。
直綾にとって、
．武
によって天皇の政治力の再興を果した後醍醜天皇の建武中典や、
それにいち早く呼応し支えた名和長年の義挙は
長歌に繰り返し
取り上げ、
詳細に語
るに足るモチーフであったと考えられる。詠
史のように叙事的性格の強い歌を詠むには長 はふさわしい形式であり、
孤綾はそこでこそ自らの思いの丈を自由に表現できたの
であろう。
ここで、
狐綾の長歌にはいずれも『万菜集」「古事記」「日本歯
紀
j
などの影響が顕著であった。
これは―つには、
既に述べたよ
うに門脇瓜綾が神職の出身であり、
その使命として当時神典とさ
れた
これらの古典を修めていたために、
その知識を作歌にも傾け
ていたもの
と説明しうる。
ただし、
第四節の「萩如砂錦ノ」や第
六節の「福羽美静、
此頃ー」の歌のように、
ごく身近な飛物を素
材に詠んだ長歌や、
人事について平易に詠んだ長歌にも、
これら
の古典からの詞の摂取が多く見られることを考え合わせるならば、皿綾にとって長歌の表現はかくあるべきと信じられていたことを表すのではないかと思わ る。菰綾はただ単に上代の和歌を理想
としていたのではなく、
まだ中国文化の強い影響を受ける前の古
雅で純正な日本語こそ、
自己の真情を託すにふさわしい言葉であ
ると信じ、
長歌という歌体に万菜語や記紀の言葉を取り込んでい
たもの 考えられるのである。
すでに紙数も尽きており、
本来ならここで門脇重綾の長歌に大
C"-
きな影響を与えたはずの加納諸平の歌論やその長歌作品との関連について言及すべきである
が、
今は
その余裕がない。近世後期か
-19-
ら明治初期に盛んになった長歌創作 機運との関わり、
飯田年平
ら同時期の歌人からの影響など、
考えるべきことは多いが、
すぺ
て今後の課題である。
これ
らに関してはいずれ別稿を用意して改
めて論じることとしたい
注
本稿において、「短固集」の本文は門脇煎仁氏蔵本に拠った。
引用
に際しては読解の便宜を考慮して表記等を私に改める楊合がある。また、「万葉集
j「古事記
j
「日本社紀」の本文の引用は、
新絹日本古典
文学全集本に拠った。(l)武田秀章氏「明治神祇官政策の一前提1門脇重綾『隙道概酋
j
をめぐって」（「神道宗教
j
―九九・ニ00、平成一七年＿0月）。
同氏「維新期天旦祭祀の研究」（大明堂、平成八年ーニ
月）も
参
照
。
(2)「因伯紀要」（烏取県、明治四十年五月。復刻版矢谷印刷所、昭
和五五年ーニ月）。引用は後者により、
濁点や句続点を補い新
- 48 -
漢字に改めるなどした。
(3)森敬三氏「幕末歌壇の研究J
(楽浪昏院、
昭和一0年二月）•福
井久蔵氏「幕末の歌人」（昭和二0年四月
）には、
加納諾平門
下の烏取の歌人として飯田年平を挙げるが門脇阻綾の名はなく、一昨年刊行された『和歌文学大辞典
J
(古典ライプラリー｀平
成二六年―-l月）には門脇瓜絞は立項されていない。
(4)「門脇頂綾遺稿歌集「蛾園坐ー翻刻ーj（坑港歴史楽会、平成
ニ八年ー一月）
(5)叛田年平による『短園集jの序文に、「こたぴむす子煎雄に、
この巻を板にゑらむとして、下祖を見せ おこせける
を、
かず
／＼撰りさだめてかへしおくる序に、
巻のはしにかく一酋をそ
へる
明治十年十二月」とあり、
門脇重綾の逝去から五年を経
て、
息子の重雄が「護園集
j
の下書を作成し、
飯田年平が選歌
したという家集の成立の経緯が知られる。
(6)以下、
加納諸平「柿園詠草」は新福国歌大観を、
飯田秀雄「椋
斎集j•飯田年平「石園集」は、田中仁氏・岸本党氏紺『加知弥神社飯田家資料積4」（鳥取大学地域学部、平成二六年三月）を、
小谷古蔭「六杉団集」は鳥取媒立図書館蔵明治二四年刊本
を参照した。
(7)『原本
門脇直綾事歴」は門脇韮仁氏蔵。引用に当たって読解
の便宜を考感して語の梢濁を分かち、
句読点節を施した。
同由
にはまた、「腺攘の大義を唱道 専ら諸有志と交
はる」とあり、
瓜絞が久坂玄瑞や真木和泉ら峠且攘夷派の志士達 わりがあったこと 記されている。
(8)ペリー来航から日米和親条約締結に
至る経緯について
は、
主に
以下の論考を参照した。原剛氏「暮末涌防史の研究j第一章「海防政策の変遷」（名若出版、
昭和六三年七月）。井上勝生氏『開
国と称末変革
j
第四章「開国と外交交渉」（講談社、平成ニー
年―二月。
原本は平成一四年）。浅川達夫氏「江戸湾海防史
j
［「開国期の海防体制」（錦正社、平成二二年
i
一月）。
西川武
2 
臣氏「ベリー来航
日本・琉球をゆるがした1日間」（中央公
4 
論社、平成二八年六月）。
(9)門脇頂綾の明治維新前の若作「神
oo
考」に、日本を武回とする
国体観が示されている。同密では、「日本世紀」に見える神功皇后の三韓征伐の件りを挙げ、屈パ夷」から「神国」と恐れられた武威こそわが国 立国の根本であるとし、尚武の気風を神代からのわが国風であると述ぺている。武田秀章氏「門脇瓜綾の『神国考」について」（「明治型徳記念学会紀要』復刊第四0号、平成一六年―二月）を参照。
(10)景山塾は門脇煎綾の生家に近い、
伯を国会見郡中野村にあった
私塾で、
慕末から明治維新期にかけて保山皿造・宮田織部•佐
善元立を初め鳥取務や朝廷•新政府で活躍した志士達を輩出し
•Jo t
(11)注9の「神国名
j
には、
神殿の使命と
その
絹紀を粛正すぺきこ
とが述ぺられるとともに、神職は自らを淘冶するために古典を修めわ 国体のよってきたる所以を学ぶぺきことが弥調されてい
る
。
(12)以下、『太平記
j
の引用は、
長谷川端氏校注・訳新帽日本古典
文学全染五四「太平記①」（小学館、平成
六年一0月）による。
(13)近世後期の詠史和歌の盛行について
は、
中澤伸弘氏「郡末詠史
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和歌の展開と国学の影響（上）（下）」（『因半院雑誌」九七巻四号、平成八年四月、九七巻五号、平成八年五月）。田中仁氏「江戸の長歌ー『万葉集Jの享受と創造
J
(森話社、平成二四年
三月）第二章第四節「詠史・詠物長歌論�島広足と汗木氷章の長歌を例に」等を参照。
(14)門脇庶綾周辺の島取の歌人
には、
名和長年の船上山の戦いを詠
んだ歌が見られる。西蒻5碍碑几拉紐辟苫誌粋註屯％紐
l
＊飯田年乎（「石園染」八―l1八一三）
長者原は名和伯香守殿の跡所にて、元弘のむかし焼き捨てられたる籾の出る所なり。八月ぱかりそこに物してよめる
山の際に
棚引く霧は
煙かも今もたつらし
岡の辺に
照れ
る紅薬は
炎かも
今も燃ゆらし
大君の
みことおひもちて
いそしくも
仕へまつると
ますらをの
おもひはかりて
家村
も倉
もことごと
いちはやく
焼きと焼きけん
そのかみの
秋の田の実は
賤の男が
うつや山田に
こ、だくも
かくぞ残
れる
古に
たてし功を
万代に
しるすとならし
うぺしこそ
ありしただかを
うつそ身に
目にしも見つれ
いざ子ども
わが大君の
御楯とも
つかへまつらむ
物部の
心のたねと
拾ひてゆかな名和の海の磯山も
みぢにほへどもおきてぞ欧く古おもひて
石文のめぐり 畦のはた薄いく代までにかうちなぴくらん
＊足立正声
家倉は火にまかせても白浪に何まかすぺき船の上の山家倉も焦がすほのほにますらをが赤き心は世に知られけり
＊中島宜門
家をさへ煙となして末遠く世にもかがやく君がまことか
(15)阪本是丸氏「明治維新と
国学者」（大
明堂、
平成五年三月）、神
社新報政教研究室編著「増補改訂近代神社神迫史」（神社新報社、平成三年四月）等を参照。
(16)小泉苓三氏が
、森末の志士達の和歌に「現実への批判性が問接
に表現される方向をとる時、和歌の内容としては王政復古、忠君愛国、埠皇攘夷等々の観念形態となってあらはれる」傾向があることを指摘されている。「維新勤皇志士歌研究」「維新志士
勤王詩歌評釈」（立命館出版部、昭和一三年五月）・「近代短
歌史（明治篇）
J
(白楊社、昭和一―10年六月）。
(17)「詠史」と題する長歌三首（「蛾園集」一五四
ー一五七）も後醍
闘天品を詠んでい ものと思われるが、今は可能性の指摘だけに留めておく。
(18)山本嘉将氏が「門下も、従来はあ
まり長歌に関心を示さ
なかっ
たが、諸平
がこの熱意にもえてゐた頃に指導を受けた者は、長
歌にも熱心であった」
とし、「家集「護園集」に多くの長歌を
のこした伯者の門脇瓜綾
J
をその節頭に挙げている。「近世和
歌史論」（文教図笹出版、昭和三三年―一月。修正復刻版パルトス社、平成四年一0月。引用は後者による）第四章「諸平の歌風」第四節「長歌」参照。
(19)高野奈未氏「賀茂真淵の研究
J
(ll!:簡舎、平成二八年二月）第
一章第二節「真淵の長歌復典」参照
（わたなペ
けん
米子工業高等専門学校准教授）
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